
警察の個人情報管理を考える院内集会 
その現状・警察法改定の意義・市民監視の仕組みづくり 
● 2022年4月11日（月曜日）14:00～16:00 
● 衆議院第二議員会館 地下１階 第８会議室 

所在地 東京都千代田区永田町２－１－２ 
東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」１番出口徒歩４分 
東京メトロ丸の内線・千代田線「国会議事堂前駅」議員会館地下通路一般出口徒歩４分 
東京メトロ銀座線・南北線「溜池山王駅」５番出口徒歩 10 分 

● お話 清水 勉さん（弁護士） 

・警察法改定法案が可決され、４月１日、警察庁にサイバー警察局が新設されました。 
・運転免許証とマイナンバーカードの一体化に先立って、警察庁と都道府県警察の共通情報

基盤システムの構築が進められ、サイバー警察局との情報共有が図られようとしています。 
・マイナンバー違憲訴訟で私たちは、警察の中で特定個人情報の恣意的利用が可能であることを問題のひとつに挙げています。 
・1月18日の名古屋地裁、2月21日の岐阜地裁と、警察による個人情報の恣意的な保管や提供を違法だとする判決が続いています。 
・警察内でのデータベース運用のルールづくりや市民監視の仕組みなど、警察による情報管理を適正化する法制度はどうあるべきか考えます。 

◆院内集会はどなたでも参加できます。 
◆議員会館正面入口で通行証をお渡しします（13:30～14:30）。 

遅れた方は受付から第８会議室に電話してもらってください。 

主 催  共通番号いらないネット 
（共通番号・カードの廃止をめざす市民連絡会） 

http://www.bango-iranai.net/ 
連絡先  Tel. 080-5052-0270（宮崎） 

 
 


